
                      

 

令和４年度 採択事業 

 
■応 募 数：７事業 
■１次審査（書類審査）：令和４年６月１４日（火）  
■２次審査（プレゼンテーション審査）：令和４年６月２１日（火）  
■採択事業：４事業 
 

№ 団体名 事業名 

1 ドタミファソラシ堂 アキハフジンロックフェスティバル 

2 あきは害獣対策プロジェクト 
クマ・イノシシなどの大型獣から命を守る  
安心安全なまちづくり 

3 新津中央コミュニティ協議会 秋葉地区周辺案内地図設置事業 

4 一般社団法人新津青年会議所 
ぎゅっともっとずっと秋葉区フォトコンテスト

２０２２～親子で発見わたしの好きな秋葉区～ 

（応募順） 

資料１



令和 4 年度 秋葉区自治協議会提案事業 
きらめきサポートプロジェクト事業実施報告書 

 
令和 5 年 3 月 16 日 

団体名 ドタミファソラシ堂 
代表者 田中 美央 

 
1. 提案事業名 

アキハフジンロックフェスティバル 
2. 事業内容 

「音楽で子育てを応援したい」を合言葉に子育て中のママが子どもと一緒に参加できるファミリーコンサー
トを秋葉区発で届ける。 
 

3. 総合評価(目的と成果) 
3 月 4 日（土）秋葉区文化会館ホールにて開催。 
1 時間のプログラムには秋葉区に縁のある出演者に加え、事前に公募した小学生キャストも 38 名が出演し
た。また、ロビーでは手形足形アート、フォトブースコーナーも設置し、楽しんでいただけた。 
 
観覧者は定員 250 名のところ 1 週間ほどで定員に達し、増席して 350 名を超える申し込みがあった。当日キ
ャンセルもあり 316 名の親子の皆さんに参加していただけた。観覧申し込みのスピードの早さを見ると、こ
うしたイベントが子育て世代には求められていることがわかった。 
観覧してくださった方、小学生キャストのお子さんと保護者さんからは「また続けてほしい」「来年もあった
らキャストで参加したい」との声が聞かれた。 

 
4. 今後の取り組み(次年度以降) 

こうしたファミリーコンサートを定期的に続けていくことで秋葉区の子育て支援のひとつになり得るのでは
と思うが、今回は規模が大きかったので続けていくには様々な課題も見えてきた。継続できる仕組みを考え
ていきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
5. 実施状況写真 

 

 

 

 
 
 



令和４ 年度 秋葉区自治協議会提案事業 

「 き ら めき サポート プロジェ ク ト 」 事業実施報告書 

 

令和５ 年３ 月１ ７ 日 

団体名 あき は害獣対策プロジェ ク ト  

代表者 住所  新潟市秋葉区矢代田 182-1 

         氏名  村上 勝行 

 

１  提案事業名 

  ク マ・ イ ノ シシなどの大型獣から 命を 守る安心安全なまちづく り  

 

２  事業内容 

県や地元コ ミ ュ ニティ 協議会から ご協力いただき 、 動画や紙芝居などを 作成し 啓蒙活動を行う 。  

また訓練を実施するこ と により 地域住民一人一人の意識の向上と 継続を 図る。  

３  総合評価（ 目的と 成果）  

目的・ ・ ・ 子ども 、 住民、 農作物をク マやイ ノ シシなどの大型獣から 守る。  

 

成果 

金津地区でイ ノ シシから の農作物被害があり 、 区役所や住民の方が監視カ メ ラ を取り 付け、 イ ノ シシの他に今年

度は初めて鹿を写真で捉えた。 その写真データ を も ら い、 啓蒙活動を含め SNS で注意喚起を 発信し た。 ク マの出

没も 相次ぎ同じ よう に注意喚起を 行っ た。  

９ 月６ 日に金津小中学校の合同防災訓練にお招き いただき「 ク マやイ ノ シシから 身を守るために」 と いう テーマ

で zoomを 利用し て講演を 行っ た。  

また 12 月 4 日「 大型獣出没訓練」 と 題し た訓練を行い、 遭遇し た時の対処法、 農作物の被害対策などを 学んだ。

実際に秋葉区内での被害状況を写真で見ても ら い、 対策方法など講師から 分かり やすく 教えていただいた。 防御

姿勢やク マスプレ ーの使い方の実演も 行っ た。  

子ども たちには訓練ではなく 、 読み聞かせながら 大型獣の特性や対処法などが分かる紙芝居を制作する。  

 

４  今後の取り 組み（ 次年度以降）  

引き 続き 秋葉区と 協力し 安心安全なまちづく り ができ るよう 今後も 活動を行いたい。  

地域と 行政や関係団体が一緒になっ て被害対策に取り 組んでいる地域が少ないので、 今後も こ の取り 組みを 関係

機関と 連携し て進めていき たい。  

 

 

５  実施状況写真（ 裏面）  

 





令和４年度 秋葉区自治協議会提案事業 
「きらめきサポートプロジェクト」事業実施報告書 

 
令和 ５年 ３月１６日 
団体名 新津中央コミュニティ協議会 
代表者 住所 新潟市秋葉区新津本町１丁目 2－39 
    氏名 会長 中村信也  

１ 提案事業名 

「秋葉地区周辺案内地図設置事業」  
２ 事業内容 

今回の看板作成事業は、当初 3 基作成する予定であったが、経費減額の関係で 2 基となった。 
次の 2 基の看板を設置した。 

1．幸清水公園『石碑の丘』案内  
2．正法寺『新津の偉人墓碑』案内  

どちらも区民にとっては場所を知ってはいるが、その中にある見るべきあるいは知っておくべき石碑や墓

碑があることを知らないようであったため、是非とも知って頂きたいとの思いで作成・設置した。 
 

1．の【幸清水公園『石碑の丘』案内】は、清水の上の丘の上にひっそりと 4 つの石碑が佇んでいる。 
次の 4 つである。 

①皇紀二千六百年を記念して新津の町民が大々的な行列を作って町中を練り歩いたことを記念して建立

した『感恩仰徳碑』  
②皇太子時代に秋葉山奥の熊沢公園にある油井を視察しその後、桂家に立ち寄られた『大正天皇の即位記

念碑』  
③秋葉山と幸清水を格調高いことばで歌い上げた『太田水穂・四賀光子夫妻 歌碑』  
④菊の新種を作り出す育種家であり、新津と中央を結びつけ太田水穂夫妻を新津高等女学校に招聘する原

動力となった『小林徹雄歌碑』である。 
特に、日本有数の短歌結社『潮音』の創始者夫妻の歌を丘の上に上って鑑賞をして頂きたい。 
 

2．の【正法寺『新津の偉人墓碑』案内】では、新津の発展に大きな功績を残した次の 3 つの墓碑や墓所を

紹介した。 
①水に悩んでいた新津に上水道を設置、新津高等女学校の設立、さらには石油や蒸気機関車による煙害に

よる被害者との和解交渉などをまとめあげた【名町長 鈴木寅五郎の頌徳碑】 
②江戸時代中期から新津の町民を導き、明治以降教育の整備に多大な寄付を続けてきた【新発田藩 新津

組の大庄屋『桂家』】の広大な墓所、そして 
③不朽の名著『大日本地名辞書』を編纂した吉田東伍博士の巨大な墓碑 を 

紹介するものである。 
これまでは建設課との協働事業であったが、今回は地域総務課にも参加してもらい秋葉区の HP で説明す

るため QR コードを作成して看板に QR コードを表示してスマホを使って更に詳しい内容がわかるようにし

た。QR コードを利用することによって、情報の書き換えや更新がとても安価に素早くできるようになる。 
今後の説明案内などの看板は積極的に QR コードを活用すべきかと思う。 

  



3．総合評価（目的と成果） 

平成 28 年度から今回で 5 回目となる秋葉山周辺の案内図作成プロジェクトである。 
元々は『秋葉山って、本当に不親切な山ですね。』という外部の方のご意見が元になって始まった事業。 
昨年までの 4 回で 17 基の分岐点案内地図や周辺案内地図を設置してきた。 

これまでは、分岐点案内地図が主であったが、今回はだれもが知っている場所であるにも関わらずあまり

知られていない歴史・文化に触れることができる場所を紹介する看板を設置した。 
お陰さまで最近は、『不親切な山ですね。』とは言われることがなくなったように思う。その言葉の代わり

に『かなり歩きやすくなったけど、〇〇の辺りにも作ってくれると助かります。』というような言葉を頂くよ

うになった。建設課の方でも古い案内図などの作り直しをしたり、歩きやすいように下草刈りなどにも力を

入れて頂けるようになった。また、本年は地域総務課から QR コードで飛ぶ HP の作成を協力して頂いたり

した。このように役所との協働もうまくいき、かなりの成果を上げたのではないかと自負しているところで

ある。秋葉山を訪れる方々にとってはとても役だったのではと思う。 
４ 今後の取り組み（次年度以降） 

秋葉山は、新潟市にある唯一の里山である。地域住民が自分の住む地域の良さを知り、しっかりと認識する

ことはとても大切なことかと思われる。特に自分の住む地域の歴史や文化を認識することは郷土愛を育てる

には不可欠のこと。そのためにも秋葉山周辺には迷わないための案内地図や今回のような歴史・文化・施設な

どを紹介する案内地図や案内図などの設置が急がれるところである。 
更にここ秋葉山では、県内でも最大規模の MTB コースやキャンプサイトなどが現在整備中である。今後、

新潟市内外からの人たちをたくさん集めることができる場所となれるかどうかは市民自らが地域の良さを知

り、発信できるかにかかっている。 
今後は、秋葉山だけでなく町中や新津川も含めた地域がだれにでも親しまれる場所となるように活動して

いきたいと思っている。 
 

設置写真 

 

  幸清水公園『石碑の丘』案内看板 正法寺『新津の偉人 墓碑』案内看板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 正法寺『新津の偉人 墓碑』案内看板  幸清水公園『石碑の丘』案内看板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



令和４年度 秋葉区自治協議会提案事業 

「きらめきサポートプロジェクト」事業実施報告書 

 

令和５年２月２０日 

団体名 一般社団法人新津青年会議所  

代表者 住所 秋葉区新津本町 3−1−7  

    氏名 佐々木謙治 担当：吉村恵美  

 
１ 提案事業名 

ぎゅっともっとずっと秋葉区 フォトコンテスト 2022〜親子で発見わたしの好きな秋葉区〜 

秋葉区全域の小学生を対象とするフォトコンテスト 

 

２ 事業内容 

秋葉区全域の小学生を対象とするフォトコンテスト 

コロナ禍によって、催事が減り、地域愛を感じる機会が減ってしまった事を受け、地域の子供達が自分の暮ら

すまちを知り、自信と誇りを持つことによって健全な心の成長へ導き、地域愛を醸成して欲しいという思いから

フォトコンテスト事業計画に至りました。 

参加者それぞれの『わたしの好きな秋葉区』を視覚的に知る事で自分では気づけなかった秋葉区の新たな魅

力を発見し、さらに秋葉区を好きになること。 

出来上がった動画を発信する事で、秋葉区の良さを知るきっかけを作ること。 

 
３ 総合評価（目的と成果） 

８月のフォトコンテスト募集から展示終了まで３ヶ月に渡り事業が実施され、インスタグラムへの応募数は１６１作

品となりました。事業がフォトコン応募・結果発表に留まらず動画配信、秋葉区各所への展示（八帖二間、秋葉

硝子、町屋ギャラリー薩摩屋、秋葉区文化会館）を行い、受賞者や参加者が秋葉区の施設へ足を運ぶきっかけ

となりました。展示会場に行かれた方へのアンケートには『この企画があったおかげでこの施設へ来る事ができ

た』との感想もあげられ、事業の目的でもあった地域愛の醸成のきっかけになったのではないかと感じておりま

す。 

文化会館で行われた表彰式には２６名の親子が参加し、表彰や作品の鑑賞、事業に参加しての感想など頂き

ました。受賞者へのインタビューでは『参加する事で親子の仲が深まった』『良い思い出になった』『参加して良か

った』『秋葉区がもっとすきになった』などの嬉しい感想を頂き、授賞式での親子の嬉しそうな姿をみる事が出来

て、フォトコンテストを開催して良かったと実感しました。 

展示に関しては秋葉区コミュニティ協議会さまのご協力の元、８箇所への展示が実現し、多くの方に作品を鑑

賞して頂きました。また、新潟駅の構内モニターにて受賞者作品を動画配信し、新津駅の構内には全作品が載

ったバナーを１０月中展示致しました。 

 多くの方に秋葉区の魅力を発信できたのではないかと感じております。 
 
 

 



４ 今後の取り組み（次年度以降） 

 内容をかえて（対象者など）実施できればと考えております。 

 
５ 実施状況写真 

 別紙参照 



委員⻑ 吉村めぐ み

雑貨SH O P Aimer

副委員⻑ 宮腰和也

( 株)大 関通信電設

委員 本間隆太郎

( 有)本間酒舗

委員 清野功一 郎

( 株)Reve

委員 中澤大 輔

スタ ジオラビッ ト クラブ

副委員⻑ ⼟ ⽥ 祐輔
⼟ ⽥ 石 油( 株)

2022年度 事業報告 ak ihaの魅力 発信委員会

一 般社団法人 新津⻘ 年会議所 事業報告

当委員会は、 郷⼟愛を醸成する事を目的と するフォト コンテスト 【 ぎゅっと もっと ずっと 秋葉区 フォ
ト コンテスト 2022『 わたし の好きな秋葉区』 】 を実施さ せて頂きまし た。 （ 対象： 秋葉区全域の小学
生 ） 秋葉区自治協議会主催”きらめきサポート プロジェ クト ”の採択を頂き、 自治協議会の皆様と 共に事
業を実施さ せて頂きまし た。 受賞作品５ ０ 点を秋葉区内１ ２ 箇所（ 秋葉硝子、 八帖二間、 秋葉区文化会
館、 町屋ギャラリ ー薩摩屋、 秋葉区各コミ ュニティ 協議会８ 箇所） へ展示を行い、 秋葉区の魅力を発信
する企画を行いまし た、 文化会館で行われた授賞式には２ ２ 名の親子が参加し 、 フォト コンテスト を通
し て魅力の再発見や新発見があった、 楽し かったと の感想を頂き、 実施の意義を感じ る事が出来まし
た。 企画から実施まで自治協議会の皆さ ま、 秋葉区区役所の皆さ ま、 秋葉区コミ ュニティ 協議会の皆さ
ま、 委員会メ ンバー、 当事業にご理解ご協力を頂きまし た皆さ ま、 ご協力頂きまし て誠にあり がと う ご
ざいまし た。 心から感謝申し 上げます。

文 化会館授賞式 Instagram 161作品の応募があり まし た



町屋ギャ ラ リ ー薩摩屋展示 の様子

N BC野球大 会

一 般社団法人 新津⻘ 年会議所 事業報告

秋葉硝子 展示 の様子

秋葉区文 化会館展示 の様子 八 帖二 間展示 の様子



一 般社団法人 新津⻘ 年会議所 事業報告

秋葉区コ ミ ュ ニテ ィ 協議会様 展示 一 覧

❶新津中央コ ミ ュ ニ テ ィ 協議会 ❷荻川コ ミ ュ ニ テ ィ 協議会

❸新津東部コ ミ ュ ニ テ ィ 協議会 ❹新関コ ミ ュ ニ テ ィ 協議会

❺小 合地区コ ミ ュ ニ テ ィ 協議会 ❻金 津コ ミ ュ ニ テ ィ 協議会

❼小 須⼾ コ ミ ュ ニ テ ィ 協議会 ❽山 の手 コ ミ ュ ニ テ ィ 協議会



新津駅連絡通路バナー展示 の様子

一 般社団法人 新津⻘ 年会議所 事業報告

新潟駅構内にて 動画配信

Youtub eにて 応募者全員（ 部門 毎） の写真を 公開

Youtub e動画の
＼視聴はこ ち ら から ／


